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SEMI E83-1106 
300 mm PGV メカニカルドッキングフランジの仕様 

 
 

本仕様は，Global Physical Interfaces & Carriers Committee で技術的に承認されたもので，現版は 2006 年 8 月 24
日，global Audits and Reviews Subcommittee にて発行が承認された。2006 年 10 月に www.semi.org で，そして

2006 年 11 月に CD-ROM で入手可能となる。初版は 1999 年 6 月発行。前版は 2000 年 10 月発行。 
 

1  目的 

1.1  これは，PGVとSEMI E15.1 に準拠したロードポートを有する装置間のインタフェースの互換性をさらに推

進するものである。 

2  範囲 

2.1  本仕様は，300 mmパーソンガイデッドビークル（PGV： Person Guided Vehicles）に使用されるドッキングフ

ランジの静止（装置）側の機械的仕様を規定する。このフランジは，SEMI E64 に準拠した装置においてSEMI 
E15.1 と，SEMI E64 で規定する容積内で床に取付けられる。 

注意： このスタンダードはその使用に関連したすべての安全問題を取り扱うことを意図していない。このスタンダ

ードの使用者は，その責任において，適切な安全および健康上実施すべき事柄を確立し，また使用前に法規制

やその他の制限への適用性を判断するものである。 

3  制限 

3.1  本スタンダードは，ドッキングインタフェースとキャリア搬送用PGV（動く）側を規定するものではない。PGV
とドッキングインタフェースPGV側の設計は，適用する装置の物理的制限事項を理解した上で行われるべきである

。 

4  参照スタンダード 

4.1  SEMIスタンダード 
SEMI E15 － Specification for Tool Load Port 

SEMI E15.1 － Specification for 300mm Tool Load Port 

SEMI E64 － Specification for 300mm Cart to SEMI E15.1 Docking Interface Port 

注意： 別途指示のない場合，引用されたすべての文書は最新の出版バージョンである。 

5  用語 

5.1  頭字語と略語 

5.1.1  PGV －  Person Guided Vehicle (cart)（パーソンガイデッドビークル（カート）） 

5.2  定義 

5.2.1  キャリア（carrier） －  ウェーハを入れるカセット，ボックス，ポッド，ボートなどの容器（SEMI E15 でウェー

ハキャリアとして規定されている）。 

5.2.2  搬送車（cart） －床面上のキャリア搬送車（SEMI E64 で規定のとおり）。 

5.2.3  ドッキング（docking） －  キャリアを装置に搬送したり装置からキャリアに搬送したりするために，床ベース

のキャリア搬送車の位置決めをする動作（SEMI E64 に規定のとおり）。 
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5.2.4  フェイシャル基準面（facial datum plane） －ウェーハを二等分し，キャリア前面（ウェーハの出し入れが行

われるところ）に平行する垂直面。装置ロードポートでは，これは，キャリアがロード・アンロードする装置側面にお

いてSEMI E15 で規定されているロード表面に対して平行である（SEMI E57 で規定のとおり）。 

5.2.5  ロード面（load face plane） －キャリアの中心から最も離れた垂直の物理的境界面で，ツールの搭載が行

なわれる装置の側面（SEMI E64 で規定のとおり）。 

5.2.6  ロードポート（load port） －装置がウェーハプロセスを実行できるようにキャリアが載置される装置上のイン

タフェース位置（SEMI E64 で規定のとおり）。 

5.2.7  移載（transfer） －ロードもしくはアンロードすること（SEMI E23 で規定のとおり）。 

6  要求事項 

6.1  一般的なドッキングフランジを規定する寸法は，表 1 にまとめられており，その部位を図 1 で示す。 

6.1.1  ドッキンググフランジの最小長は 2 × w11 で決められている。この最小長は，最小幅SEMI E15.1 互換ロ

ードポートの陰に入るように考えている。PGVとPGVドッキングは，最小長ドッキングフランジの持つ機能性をすべ

て用意しておかなければならない。最大長は，規定されていない。 

6.1.2  垂直ピン 1 本（図 2 でVPと名前が付いている）が，PGVをドッキングフランジに水平方向に合わせるため

に使われる。このピンは，またPGVを固定するための機構の一部として機能する。 

6.2  フランジには三つの面と一本の垂直ピンがあり，このピンがPGVとドッキング最初の接触点として使用され

る。これらを，図 2 で示すように表面A，B，C，ピンVPと識別してきた。これらがドッキング動作中，主なロードを負

担する機構となり，これら以外の表面などがドッキング初期接触点となることはない。 

表 1  要求寸法 

記号 値 mm (in) 公差 (mm) タイプ  

a11 0° ±0.25° 角度 
φd11 15.0 (0.591) ±0.2 直径 
d12 33.0 (1.299) ±0.2 距離 
d13 39.0 (1.535) ±0.2 距離 
d14 62.0 (2.441) ±0.2 距離 
d15 80.0 (3.150) ±0.2 距離 
d16 237.5 (9.350) ±2.5 距離 
d17 68.0 (2.677) 最小 距離 
h11 24.0 (0.945) ±0.2 距離 
h12 39.0 (1.535) ±0.2 距離 
h13 40.0 (1.575) ±0.2 距離 
h14 83.0 (3.268) ±0.2 距離 
h15 20.0 (0.787) 最大 距離 
r11 2.0 (0.079) ±0.2 半径 
r13 4.0 (0.157) ±0.2 半径 
r14 5.0 (0.197) ±0.2 半径 
w11 200 (7.874) 最小 距離 
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